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　草津市議会では、次代を担う高校生が市議会議
員と意見交換を行うことで、議会に対する関心を
高め、まちづくりを考えるきっかけづくりとする
ことを目的に、令和４年から高校生と市議会議員
との意見交換会を行っています。
　３年目となる今年は、令和６年７月２５日、市内
の高校６校が参加され、市役所本会議場と２階特
大会議室で意見交換会を行いました。
　本会議場で議長のあいさつの後、２階特大会議

室へ移動。そこでは、ファシリテーターの古林拓
也さんの進行のもと、８つのチームに分かれ、意
見交換会のテーマである「私たちが自分らしくい
られるために～高校生が考える応援のカタチ～」
について、それぞれ意見を出し合いました。
　最後に、本会議場へ戻り、チームごとに話し合っ
た内容や感想などについて、高校生と議員が発表
しました。

❶ さまざまな学校が集って意見交換ができて、良い機会になりました。
❷ 意見交換会を小・中学校でも行ってはどうでしょうか。
❸ 幅広い世代が楽しめ、住み続けたいと思えるまちづくりをしてほしいです！

❶ 大人だけでなく、高校生の意見を取り入れる取組が未来を明るくすると感じました。
❷ 議員と出会う機会があれば、市議会の難しく堅いイメージが変わると思います。
❸ 草津川跡地公園de愛ひろばが充実していて過ごしやすいです。

❶ 他校の人も同じ考えを持っていることが確認できました。
❷ 案件に対して、優先順位を決めて対応してほしいと思います。
❸ 湖南４市の中でも、率先してさまざまなことに取り組んでいるなあと感じます。

❶ 学校の域を超えて、何か一緒にチャレンジしようという意見が出たことが素敵でした。
❷ 小・中学校とも交流をすることで、関心を持ってもらえるのではないかなと思います。
❸ 家庭や教育へのサポートが充実していると家族で話しています。草津川跡地公園での
イベントや宿場まつりなど、イベントがたくさんある点が魅力的です。

❶ 希望を発信するだけでなく、解決できるように、まずは自分たちが行動を起こ
す必要があると感じました。

❷ 誰でも参加できる議会見学会を開催してはどうでしょうか。
❸ 駅前には商業施設もあり、自然が多く、環境が良いと感じています。

❶ 市や地域とのつながりを考える機会になりました。
❷ SNSで流行のダンス動画などをアップしてはどうでしょうか。
❸ コロナ禍で交流の機会が減少したと感じています。地域の人との交流の場を増やし
てほしいなあと思います。

８つのチームに分かれて、高校生と議員が意見交換をしました。

ハイスクールで highなCity 創り!! 2024

第３回 高校生と市議会議員との意見交換会

　学校、世代、立場を超えて意見交換を行い
ました。わずかな時間ですが、相手との関係
を築く心が育まれました。これは、大人も子
どもも一番根っこにある大事な力だと思いま
す。しんどいことがあった時には、皆さんの
チャレンジを応援してくれる仲間や大人がい
ることを思い出して、進んでいってください。

ファシリテーター
古林さんからの講評

参加高校生への
インタビュー

❶ 意見交換会の感想
❷ 市議会に関心を持ってもらうためのアイデア
❸ 草津市の魅力は？ どんなまちになってほしい？
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私たちが自分らしく
いられるためには
何が必要だろう…

例えば、職場体験機会の
創出が、進路を選択する際
に役立ちます。
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との交流で貴重な
経験ができた。

他チームの
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岡留さん岡留さん

豊田さん豊田さん

山本さん山本さん

2令和 6年12月 1 日号3 令和 6年12月 1 日号

高校生と市議会議員との意見交換会
参加
高校

●草津東高等学校　　　　　●草津高等学校
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●光泉カトリック高等学校　●綾羽高等学校　
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　このたび、私どもは第72代草津市議会議長、第70代草津市議会副議長に就任させていただきました。

　草津市は14万人を超える都市となり、議会に求められる役割は一層重要なものとなってきております。

その使命と責任の重大さに改めて身の引き締まる思いでございますが、二元代表制のもと、行政と緊張感

を保ちながら、活発な議会運営に取り組んでまいります。

　また、開かれた草津市議会をめざし、広報広聴機能をさらに推し進めるとともに、市民の皆様の多様な

ご意見を把握し、私ども議会がしっかりと建設的な議論を行うことで、さらなる市民生活向上に向けた政

策提言をめざしてまいります。

　今後とも、皆様方のご指導とご協力を心よりお願い申し上げまして、就任のあいさつとさせていただきます。

◎…委 員 長（広報広聴委員会は座長）
○…副委員長（広報広聴委員会は副座長）
　　令和６年９月30日現在
※委員長、副委員長以外の委員は五十音順に記載しています（敬称略）
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　このたび、私どもは第72代草津市議会議長、第70代草津市議会副議長に就任させていただきました。

　草津市は14万人を超える都市となり、議会に求められる役割は一層重要なものとなってきております。

その使命と責任の重大さに改めて身の引き締まる思いでございますが、二元代表制のもと、行政と緊張感

を保ちながら、活発な議会運営に取り組んでまいります。

　また、開かれた草津市議会をめざし、広報広聴機能をさらに推し進めるとともに、市民の皆様の多様な

ご意見を把握し、私ども議会がしっかりと建設的な議論を行うことで、さらなる市民生活向上に向けた政

策提言をめざしてまいります。

　今後とも、皆様方のご指導とご協力を心よりお願い申し上げまして、就任のあいさつとさせていただきます。

◎…委 員 長（広報広聴委員会は座長）
○…副委員長（広報広聴委員会は副座長）
　　令和６年９月30日現在
※委員長、副委員長以外の委員は五十音順に記載しています（敬称略）
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【財政力指数】①
近年は普通交付税の追加交付により、数値

が低下した。財政力指数が0.908で令和２年度以
降低下しているが、市としての評価は。

財政力指数が、１を超えると普通交付税の
不交付団体となるが、現在は税収が多い東京など
全国でも数えるほどである。財政の健全化を測る
物差しには見方が多くあり、この指数だけで捉え
るのは難しい。

【市独自の政策に使える財源】
市独自に使える政策的財源が確保されてい

るかを決算上から見ることは可能か。
政策的な事業については、当初予算や補正

予算において事業実施の必要性の議論と併せて、
国県からの補助金や起債・基金の活用、一般財源
など、必要な財源を確保の上、実施している。

義務的経費が他市と比べて低いほうであり、
もう少し大きくても良いと考えるが。

令和５年度決算では、公債費が過去の借入
の償還終了により減少している一方で、人件費お
よび扶助費が増加した結果、義務的経費は全体の
４割を占めており、低いとは言えない状況である。

【維持管理経費の可視化】
投資的経費の執行後は、維持管理費がかかっ

てくる。年間の経費が見える形での表記を望む。
例えば学校の大きい修繕は投資的経費とし

て分析している。その他の維持補修費については
「その他経費」に含まれているが、工夫して表記
することは可能である。

　令和６年12月２日以降、現行の被保険者証の新規発行が終了となり、健康保険証の利用登録を
したマイナンバーカード（以下、マイナ保険証という）の使用を基本と
する仕組みに移行する。現行の被保険者証は廃止となることから、「被
保険者証」の記載のある罰則規定を削除するものである。

健康保険証の廃止に伴う草津市国民健康保険条例の改正

文教厚生常任委員会令和５年度決算審査報告
賛成多数

賛成多数

　令和７年度からの新たな指定管理期間に合わせて、年間所要経費である指定管理料の算定を行っ
たことから、保育料についても見直しを行い、増額の改正を行うものである。子育て支援の一環とし
て、令和７年４月１日から令和12年３月31日までの５年間は改正前の保育料
を適用する。（保護者が支払う保育料の値上げは行わず、差額分は市が負担する）

児童育成クラブの保育料値上げの理由につ
いて伺う。

令和７年度からの新たな指定管理期間に合
わせ、児童育成クラブの指定管理料の算定を行
い、経費増加に伴う改正を実施した。保育料に
ついて、児童１人につき月額9,000円を１万
1,500円にするとともに、８月については、月
額１万1,500円を１万5,600円に改めるもので
ある。人件費や光熱費、施設維持管理費の上昇
が主な要因である。
５年間の値上げ分を市が負担するとのこと

であるが、その際の財政への影響額はいくらに
なるのか。

１年あたりで公設の児童育成クラブの費用負
担は2,500万円、民設の児童育成クラブでは1,900
万円と算出している。さらに、児童育成クラブの事
業費のうち、国県の補助対象基準を超える分が約
4,100万円で、合計8,500万円を想定している。

増額した保育料が人件費に適切に割り当て
られているかどうかの確認方法について、どの
ように行うか。
児童育成クラブの運営は、指定管理者制度

に基づいて受託者が行っている。提案内容につ
いては、外部委員会で審査する。また、市では
毎年、決算報告書と事業報告書のヒアリングの
中で確認しており、今後もこの体制を継続する。

議員

議員

市

市

市

草津市児童育成クラブの保育料の見直し

議員

マイナ保険証の登録率について伺う。
令和６年７月末現在、国全体で60.2％、草津

市で59.6％である。
マイナ保険証の登録をされていない方へは

どのように対応するのか。
草津市の国民健康保険証は、原則、令和７

年７月31日まで有効である。期限が切れる前に
マイナ保険証を登録していない方へは資格確認
書を送付する予定。
　なお、マイナ保険証に登録されている方には
資格情報のお知らせを送付する予定。

マイナ保険証への移行に伴い、国民健康保
険税を滞納している方への対応はどのように行
うのか。
滞納されている方の中で、資格証明書をお

持ちの方については、一旦医療費を10割負担し
ていただいた後、市に請求していただく必要が
ある。マイナ保険証をお持ちの方は、市が情報
を登録する。また、マイナ保険証をお持ちでな
い方は送付する資格確認書に特別療養費の対象
である旨を記載し、10割負担であることが分か
るようにする。

議員
市

議員

市

市

議員

●審査における質疑応答／意見
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】
草
津
市
国
民
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保
険
条
例
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一
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を
改
正
す
る
条
例
案

　決算特別委員会は、例年９月定例会で前年度決
算の審査を行います。
　本年度も、４日間の日程で議案の審査をしました。
なかでも、一般会計は、草津市の事業運営の根幹
となるところで、財政健全化を示す指標を基にし
た決算分析と各部門が実施した事業を審査する部
門別審査をしました。
　この２つの審査方法は、監査委員を除く議員全
員で行いました。部門別審査は、部門を所管する
常任委員会の委員が優先的に質疑を行い、次に所
管外の委員が補足的に質疑を行う方式をとってい
ます。市税等が主たる財源である普通会計の令和
５年度決算額は、歳入は約595億円、歳出は約
588億円で、繰越財源を除く実質収支は５億円余
りで、昭和43年度から連続して黒字が続いています。
　（仮称）草津市立プール整備費の増などに伴い、
投資的経費が増したことや、子育て支援の拡充な
どに伴い、扶助費が増したことなどにより、決算
規模は過去３番目の大きさになりました。

議員

市

議員

市

議員

市

議員

市

令和５年度決算審査の概要決算概要に対する質疑応答
令和５年度の草津市の財政運
営は適切であったか？！

①財政力指数
地方公共団体の財政力を示す指数で、財政力指数が高いほど、財源に余裕があるといえる。

議案
概要

議案
概要

●審査における質疑応答／意見

●審査における質疑応答／意見

審議された主な議案
　令和６年９月２日から30日まで９月定例会を開き、議案24件が市長から提出されました。なお、議員からは、
意見書案３件を提出、請願１件を紹介提出しました。
　今号では、９月定例会中の９月13日から26日までの各常任委員会および決算特別委員会に付託された予算案や
条例案などを慎重に審査した中から、いくつかの質疑等を要約してお伝えします。

９月定例会について

委員会の意見委員会の意見
　水道事業会計等の公営企業会計決算書に
ついては、予備費や流用を含め予算の使途を
明確に記載するなど、分かりやすい決算書の
作成を望む。また、主要な施策の成果に関する
説明書において各事業の成果を謳う場合は、
その成果の理由を明確に記載する等、分かり
やすい表記を工夫してもらいたい。
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【財政力指数】①
近年は普通交付税の追加交付により、数値

が低下した。財政力指数が0.908で令和２年度以
降低下しているが、市としての評価は。

財政力指数が、１を超えると普通交付税の
不交付団体となるが、現在は税収が多い東京など
全国でも数えるほどである。財政の健全化を測る
物差しには見方が多くあり、この指数だけで捉え
るのは難しい。

【市独自の政策に使える財源】
市独自に使える政策的財源が確保されてい

るかを決算上から見ることは可能か。
政策的な事業については、当初予算や補正

予算において事業実施の必要性の議論と併せて、
国県からの補助金や起債・基金の活用、一般財源
など、必要な財源を確保の上、実施している。

義務的経費が他市と比べて低いほうであり、
もう少し大きくても良いと考えるが。

令和５年度決算では、公債費が過去の借入
の償還終了により減少している一方で、人件費お
よび扶助費が増加した結果、義務的経費は全体の
４割を占めており、低いとは言えない状況である。

【維持管理経費の可視化】
投資的経費の執行後は、維持管理費がかかっ

てくる。年間の経費が見える形での表記を望む。
例えば学校の大きい修繕は投資的経費とし

て分析している。その他の維持補修費については
「その他経費」に含まれているが、工夫して表記
することは可能である。

　令和６年12月２日以降、現行の被保険者証の新規発行が終了となり、健康保険証の利用登録を
したマイナンバーカード（以下、マイナ保険証という）の使用を基本と
する仕組みに移行する。現行の被保険者証は廃止となることから、「被
保険者証」の記載のある罰則規定を削除するものである。

健康保険証の廃止に伴う草津市国民健康保険条例の改正

文教厚生常任委員会令和５年度決算審査報告
賛成多数

賛成多数

　令和７年度からの新たな指定管理期間に合わせて、年間所要経費である指定管理料の算定を行っ
たことから、保育料についても見直しを行い、増額の改正を行うものである。子育て支援の一環とし
て、令和７年４月１日から令和12年３月31日までの５年間は改正前の保育料
を適用する。（保護者が支払う保育料の値上げは行わず、差額分は市が負担する）

児童育成クラブの保育料値上げの理由につ
いて伺う。

令和７年度からの新たな指定管理期間に合
わせ、児童育成クラブの指定管理料の算定を行
い、経費増加に伴う改正を実施した。保育料に
ついて、児童１人につき月額9,000円を１万
1,500円にするとともに、８月については、月
額１万1,500円を１万5,600円に改めるもので
ある。人件費や光熱費、施設維持管理費の上昇
が主な要因である。
５年間の値上げ分を市が負担するとのこと

であるが、その際の財政への影響額はいくらに
なるのか。

１年あたりで公設の児童育成クラブの費用負
担は2,500万円、民設の児童育成クラブでは1,900
万円と算出している。さらに、児童育成クラブの事
業費のうち、国県の補助対象基準を超える分が約
4,100万円で、合計8,500万円を想定している。

増額した保育料が人件費に適切に割り当て
られているかどうかの確認方法について、どの
ように行うか。
児童育成クラブの運営は、指定管理者制度

に基づいて受託者が行っている。提案内容につ
いては、外部委員会で審査する。また、市では
毎年、決算報告書と事業報告書のヒアリングの
中で確認しており、今後もこの体制を継続する。

議員

議員

市

市

市

草津市児童育成クラブの保育料の見直し

議員

マイナ保険証の登録率について伺う。
令和６年７月末現在、国全体で60.2％、草津

市で59.6％である。
マイナ保険証の登録をされていない方へは

どのように対応するのか。
草津市の国民健康保険証は、原則、令和７

年７月31日まで有効である。期限が切れる前に
マイナ保険証を登録していない方へは資格確認
書を送付する予定。
　なお、マイナ保険証に登録されている方には
資格情報のお知らせを送付する予定。

マイナ保険証への移行に伴い、国民健康保
険税を滞納している方への対応はどのように行
うのか。
滞納されている方の中で、資格証明書をお

持ちの方については、一旦医療費を10割負担し
ていただいた後、市に請求していただく必要が
ある。マイナ保険証をお持ちの方は、市が情報
を登録する。また、マイナ保険証をお持ちでな
い方は送付する資格確認書に特別療養費の対象
である旨を記載し、10割負担であることが分か
るようにする。

議員
市

議員

市

市

議員
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　決算特別委員会は、例年９月定例会で前年度決
算の審査を行います。
　本年度も、４日間の日程で議案の審査をしました。
なかでも、一般会計は、草津市の事業運営の根幹
となるところで、財政健全化を示す指標を基にし
た決算分析と各部門が実施した事業を審査する部
門別審査をしました。
　この２つの審査方法は、監査委員を除く議員全
員で行いました。部門別審査は、部門を所管する
常任委員会の委員が優先的に質疑を行い、次に所
管外の委員が補足的に質疑を行う方式をとってい
ます。市税等が主たる財源である普通会計の令和
５年度決算額は、歳入は約595億円、歳出は約
588億円で、繰越財源を除く実質収支は５億円余
りで、昭和43年度から連続して黒字が続いています。
　（仮称）草津市立プール整備費の増などに伴い、
投資的経費が増したことや、子育て支援の拡充な
どに伴い、扶助費が増したことなどにより、決算
規模は過去３番目の大きさになりました。

議員

市

議員

市

議員

市

議員

市

令和５年度決算審査の概要決算概要に対する質疑応答
令和５年度の草津市の財政運
営は適切であったか？！

①財政力指数
地方公共団体の財政力を示す指数で、財政力指数が高いほど、財源に余裕があるといえる。

議案
概要

議案
概要

●審査における質疑応答／意見

●審査における質疑応答／意見

審議された主な議案
　令和６年９月２日から30日まで９月定例会を開き、議案24件が市長から提出されました。なお、議員からは、
意見書案３件を提出、請願１件を紹介提出しました。
　今号では、９月定例会中の９月13日から26日までの各常任委員会および決算特別委員会に付託された予算案や
条例案などを慎重に審査した中から、いくつかの質疑等を要約してお伝えします。

９月定例会について

委員会の意見委員会の意見
　水道事業会計等の公営企業会計決算書に
ついては、予備費や流用を含め予算の使途を
明確に記載するなど、分かりやすい決算書の
作成を望む。また、主要な施策の成果に関する
説明書において各事業の成果を謳う場合は、
その成果の理由を明確に記載する等、分かり
やすい表記を工夫してもらいたい。
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駐車場問題で意見をいただくことが多く、
満車についての実態を伺う。

360日の営業日に対して71日の満車状態が
あり、営業時間からみた満車率は年間2.3％と
なっている。
満車状態の対策について伺う。
午前11時や午後２時が満車状態にある傾向

が多く、説明会やセミナー等が重なる場合は臨
時駐車場（大路幼稚園跡地）の利用を案内して
いるほか、市営地下駐車場についても４時間無
料券を配布できるよう案内している。
駐車場ゲートに辿り着くまでに、満車につ

いて知らせることはできないのか伺う。
敷地への進入口に設置している看板に満車

状態が表示される仕組みになっている。進入さ
れる方から見えにくいというご意見もあり、看
板交換等の対策を検討中である。

４回のセミナーを実施しているが、対象者
について伺う。
各セミナーのテーマに合わせて、対象者を

絞って働き掛けているほか、まちづくりに興味
を持っている方々が参加する形で事業を展開し
ている。
セミナーがどのように事業反映しているの

か伺う。
地域まちづくり協議会や地域活動団体およ

び企業や大学が、共にまちづくりについて考え
たことを市の関係部署への提案につなげている。
今後、どのような取組をしていくのか伺う。

地域、草津市民へしっかりと見えるような
形でPRおよび事業参加の呼び掛けをしていく。

指定焼却ごみ袋が、昨年10月から有料化と
なったが、ごみの収集量の有料化前後の変化はど
うか。

令和４年度と比べて約1,000トン減量とな
り（全体で4.8％。有料化以降は3.7％）、一定
の成果はあったと考える。
旧指定袋購入費は、当初予算はゼロ見込だっ

たが、途中で足りなくなった145万枚を追加購入
した見解はどうか。

在庫の500万枚で上半期分は賄えると考え
ていたが、足りなくなり新たに145万枚購入する
ことになった。見込が予測を上回り、補正をかけ
て執行した。（1,330万９千円）

資源回収活動団体が減り、年間の回収量が
最高値よりも半分に減っているが、活動奨励金も
1,063万８千円と前年と比べて金額が変わらない
ことに対する分析はどうか。団体任せではなく、
ごみ減量に取り組む姿勢として、目標を持って効
果的に動けるよう支援をすべきではないか。

回収単価を上げて団体の取組を支援してきた
が、コロナ禍以降活動を自粛・中止されるところ
もあり減っている。この状況を踏まえ、活動支援
拡大ができるよう検討していきたい。
　

草津駅西口自転車駐車場の工事による全体
の駐車場の需要と供給のバランスはどうか。

建替中の代替施設である草津駅西口第５自
転車駐車場の収容台数が1,182台に対し、建替
後の西口は、1,100台であるが、現在の利用状
況からみて賄えるものと考えている。
放置自転車の撤去保管業務について、この

事業が始まった当初は、1,000台ぐらい撤去され
ていたのが、現在５分の１ぐらいに減っていて
も、委託料はあまり変わっていない。この在り方
については、検討すべきではないか。

従事日数や時間に基づく業務委託であるた
め、撤去台数が少なくても委託費用は変わらない
が、今後に向けて検討していきたい。

●審査における質疑応答／意見

産業建設常任委員会が所管する事業より
環境経済部門・都市計画部門

令和５年度の共同研究により、働く世代36
名の治験者に日々の心理状態や血圧測定等の身
体活動のデータ収集を行い、身体的状況と心理
的な面の関連性を確認することができたと聞い
ているが、この成果が、令和６年度の事業実施
に反映されているのか。

令和６年度は、令和５年度のデータを活用
して、治験者75名に運動介入をプラスして研究
調査を進めている。令和７年度に、運動プログ
ラムを市民の方に反映していく予定。
働く世代への効果的なアプローチについて

何か成果はあったか。
日々の生活の中に、血圧を測る等の習慣を

つけるといったことで、健康への意識変革につ
ながっていくものと考えている。

令和５年度に、小学校３校に登校支援室の
加配教員が配置されたが、利用者数は。

令和５年度の加配教員の配置により、全学
校での配置ができた。昨年７月のデータで、小
学校58名、中学校で45名の登録があった。
登校支援室加配教員の配置により常時利用

できることの成果はあったか。
登校支援室を利用して、学習を続けている

子どもたちが小・中学校合わせて45人。特例の
教科や自習会、学級活動、行事に参加できる子
が42人。ほぼ教室に戻るようになった子が30
人。ほぼ教室で学習できるようになった子が26
人。好転率全体で62.8％となり、一定の効果が
あったと考える。
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議員

市

議員

市

議員

市

市
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文教厚生常任委員会が所管する事業より
健康福祉部門・教育委員会部門

総務常任委員会が所管する事業より
総合政策部門・まちづくり協働部門

議員別の表決結果は
HPで見られます。

議決結果一覧表
令和６年９月定例会

市民総合交流センター管理運営働く世代の健康に関する共同研究の成果ごみ収集およびごみの減量化対策

自転車駐車場施設整備および管理

登校支援室の加配教員の配置

UDCBK（アーバンデザインセンターびわこ・くさつ）
の取組

審議された主な議案 審議された主な議案

8令和 6年12月 1 日号9 令和 6年12月 1 日号



駐車場問題で意見をいただくことが多く、
満車についての実態を伺う。

360日の営業日に対して71日の満車状態が
あり、営業時間からみた満車率は年間2.3％と
なっている。
満車状態の対策について伺う。
午前11時や午後２時が満車状態にある傾向

が多く、説明会やセミナー等が重なる場合は臨
時駐車場（大路幼稚園跡地）の利用を案内して
いるほか、市営地下駐車場についても４時間無
料券を配布できるよう案内している。
駐車場ゲートに辿り着くまでに、満車につ

いて知らせることはできないのか伺う。
敷地への進入口に設置している看板に満車

状態が表示される仕組みになっている。進入さ
れる方から見えにくいというご意見もあり、看
板交換等の対策を検討中である。

４回のセミナーを実施しているが、対象者
について伺う。
各セミナーのテーマに合わせて、対象者を

絞って働き掛けているほか、まちづくりに興味
を持っている方々が参加する形で事業を展開し
ている。
セミナーがどのように事業反映しているの

か伺う。
地域まちづくり協議会や地域活動団体およ

び企業や大学が、共にまちづくりについて考え
たことを市の関係部署への提案につなげている。

今後、どのような取組をしていくのか伺う。
地域、草津市民へしっかりと見えるような

形でPRおよび事業参加の呼び掛けをしていく。

指定焼却ごみ袋が、昨年10月から有料化と
なったが、ごみの収集量の有料化前後の変化はど
うか。

令和４年度と比べて約1,000トン減量とな
り（全体で4.8％。有料化以降は3.7％）、一定
の成果はあったと考える。
旧指定袋購入費は、当初予算はゼロ見込だっ

たが、途中で足りなくなった145万枚を追加購入
した見解はどうか。

在庫の500万枚で上半期分は賄えると考え
ていたが、足りなくなり新たに145万枚購入する
ことになった。見込が予測を上回り、補正をかけ
て執行した。（1,330万９千円）

資源回収活動団体が減り、年間の回収量が
最高値よりも半分に減っているが、活動奨励金も
1,063万８千円と前年と比べて金額が変わらない
ことに対する分析はどうか。団体任せではなく、
ごみ減量に取り組む姿勢として、目標を持って効
果的に動けるよう支援をすべきではないか。

回収単価を上げて団体の取組を支援してきた
が、コロナ禍以降活動を自粛・中止されるところ
もあり減っている。この状況を踏まえ、活動支援
拡大ができるよう検討していきたい。
　

草津駅西口自転車駐車場の工事による全体
の駐車場の需要と供給のバランスはどうか。

建替中の代替施設である草津駅西口第５自
転車駐車場の収容台数が1,182台に対し、建替
後の西口は、1,100台であるが、現在の利用状
況からみて賄えるものと考えている。
放置自転車の撤去保管業務について、この

事業が始まった当初は、1,000台ぐらい撤去され
ていたのが、現在５分の１ぐらいに減っていて
も、委託料はあまり変わっていない。この在り方
については、検討すべきではないか。

従事日数や時間に基づく業務委託であるた
め、撤去台数が少なくても委託費用は変わらない
が、今後に向けて検討していきたい。

●審査における質疑応答／意見

産業建設常任委員会が所管する事業より
環境経済部門・都市計画部門

令和５年度の共同研究により、働く世代36
名の治験者に日々の心理状態や血圧測定等の身
体活動のデータ収集を行い、身体的状況と心理
的な面の関連性を確認することができたと聞い
ているが、この成果が、令和６年度の事業実施
に反映されているのか。

令和６年度は、令和５年度のデータを活用
して、治験者75名に運動介入をプラスして研究
調査を進めている。令和７年度に、運動プログ
ラムを市民の方に反映していく予定。
働く世代への効果的なアプローチについて

何か成果はあったか。
日々の生活の中に、血圧を測る等の習慣を

つけるといったことで、健康への意識変革につ
ながっていくものと考えている。

令和５年度に、小学校３校に登校支援室の
加配教員が配置されたが、利用者数は。

令和５年度の加配教員の配置により、全学
校での配置ができた。昨年７月のデータで、小
学校58名、中学校で45名の登録があった。
登校支援室加配教員の配置により常時利用

できることの成果はあったか。
登校支援室を利用して、学習を続けている

子どもたちが小・中学校合わせて45人。特例の
教科や自習会、学級活動、行事に参加できる子
が42人。ほぼ教室に戻るようになった子が30
人。ほぼ教室で学習できるようになった子が26
人。好転率全体で62.8％となり、一定の効果が
あったと考える。
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議員

文教厚生常任委員会が所管する事業より
健康福祉部門・教育委員会部門

総務常任委員会が所管する事業より
総合政策部門・まちづくり協働部門

議員別の表決結果は
HPで見られます。

議決結果一覧表
令和６年９月定例会

市民総合交流センター管理運営働く世代の健康に関する共同研究の成果ごみ収集およびごみの減量化対策

自転車駐車場施設整備および管理

登校支援室の加配教員の配置

UDCBK（アーバンデザインセンターびわこ・くさつ）
の取組

審議された主な議案 審議された主な議案

8令和 6年12月 1 日号9 令和 6年12月 1 日号

議案番号 件　　名 付託先 結果
議第
60号

令和５年度草津市一般会計歳入歳出
決算 決算 認定

議第
61号

令和５年度草津市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
62号

令和５年度草津市財産区特別会計歳
入歳出決算 決算 認定

議第
63号

令和５年度草津市学校給食センター
特別会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
64号

令和５年度草津市介護保険事業特別
会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
65号

令和５年度草津市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
66号

令和５年度草津市水道事業会計利益
の処分および決算の認定について 決算 原案可決

および認定
議第
67号

令和５年度草津市下水道事業会計利
益の処分および決算の認定について 決算 原案可決

および認定
議第
68号

令和６年度草津市一般会計補正予算
（第２号） 予算 原案

可決
議第
69号

令和６年度草津市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号） 予算 原案

可決
議第
70号

令和６年度草津市財産区特別会計補
正予算（第１号） 予算 原案

可決
議第
71号

令和６年度草津市介護保険事業特別
会計補正予算（第１号） 予算 原案

可決
議第
72号

令和６年度草津市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号） 予算 原案

可決
議第
73号

草津市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する条例の一部を改正する条例案

文厚 原案
可決

議第
74号

草津市手数料条例の一部を改正する
条例案 産建 原案

可決
議第
75号

草津市児童育成クラブ条例の一部を
改正する条例案 文厚 原案

可決
議第
76号

草津市国民健康保険条例の一部を改
正する条例案 文厚 原案

可決
議第
77号

市道路線の認定につき議決を求める
ことについて 産建 原案

可決
議第
78号

草津市副市長の選任につき同意を求
めることについて 即決 同意

議第
79号

草津市教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて 即決 同意

議第
80号

馬場町財産区管理委員の選任につき
同意を求めることについて 即決 同意

議第
81号

人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めることについて 即決 別段意義

はない
議第
82号

令和６年度草津市一般会計補正予算
（第３号） 予算 原案

可決
議第
83号

草津市監査委員の選任につき同意を
求めることについて 即決 同意

請願
第３号

難聴と認知症防止のため補聴器購入
の助成制度を求める請願書 文厚 不採択

意見書
第５号

刑事訴訟法の再審規定の改正に向け
た議論を求める意見書（案） 即決 原案

可決
意見書
第６号

教員の長時間労働の抜本的改善を求
める意見書（案） 即決 否決

意見書
第７号

選択的夫婦別姓制度の議論活性化を
求める意見書（案） 即決 原案

可決
〔付託先〕�議案の審査を行う所管委員会。なお、付託しない場合は、

本会議で即決。



地下式消火栓の標示の管理
議員　地下式消火栓の標示に関すること
はどの部署が担当していて、どのように
管理しているのか。
市　危機管理課が所管している。管理内容としては、
火災等の災害時に、消防隊や消防団、自主防災組織が
迅速に消火活動を実施するために、西消防署および南
消防署の消防職員において、年１回作動状況の点検や
標識の確認を行っている。
道路パトロールの改善点
議員　軽トラック走行では道路舗装の欠落箇所が発見
しづらいので、歩いて欠落箇所を発見するような改善
点はないか伺う。
市　これまで以上に大雨時の前後のパトロールに取り
組み、車両でのパトロールを基本としながらも、より
道路不具合箇所を発見するために、危険と想定される
箇所では、車両速度を落としてパトロールの実施や歩
道および車両が進入できない箇所以外でも必要に応じ
て、徒歩での点検を実施していく。

子どもたちの大切な命を
犯罪から守るための市の取組
議員　子どもたちを犯罪から守るための
駆け込み先として「こども110番」の家を現在も継続
して取り組まれているが、110番旗設置先選定の在り
方と、子どもたちへの周知方法について問う。
市　選定については、各団体やPTAに任せている。
周知方法については、各学校やPTAに携わってもら
い、進級時や長期休暇前などに保護者へ便りを通じて
周知を行っていると聞いている。
草津市子育て６つの楽だ
議員　６つの項目の取組に対する効果・成果等の現状
について問う。
市　（仮称）草津市こども計画等の中での子育て世帯
に対するニーズ調査からは、一定評価が上昇している
ところがあり、本市の子育て施策に対して、一定の効
果が発現しつつある結果と考える。しかし、目的どお
りの効果やそれ以上の成果を得るためには、継続が必
要であり、さらに住みよいまち、安心して子育てがで
きるまちとして草津市を選んでいただけるよう、引き
続き取組を進めていく。

•子育て世帯以外の多様な住民へのサービス
の提供の考え方

その他の質問

草津市子育て６つの楽だ
議員　これまでの検証を踏まえて、この
６つの事業を今後も継続していこうと考
えているのか。
市　保護者の意見や保育士確保の状況等から、現段階
で一定の効果があるものと判断しており、今後も保護
者ニーズ等を踏まえつつ、国や県の子育て施策の動向
や財源確保の状況を見極めながら着実に実績を積み上
げ、また、効果を検証した上で継続して実施していき
たいと考えている。
小学校給食費の無償化への考え方
議員　中学校給食費の無償化が子育て世帯の支援であ
れば、小学校給食費も無償化すべきと考えるがいかがか。
市　小学校給食費の無償化については、実施する方向
で検討しているが、中学校給食費の約２倍の予算が必
要となることが大きな課題である。国の学校給食無償
化検討の動きもあるので、これを注視しながら段階的
導入に向けて、引き続き財源確保策等について検討を
進めていく。

市域内における渋滞解消の
対策
議員　新たな交通システムとして、BRT
（バス・ラピッド・トランジット）②の導入検討につい
て伺う。
市　BRTの導入には道路環境整備など課題はあるが、
今後の都市計画道路整備を検討する機会などを見据え、
国が示す道路空間を活用した地域公共交通（BRT）等
の導入に関するガイドラインに基づ
き、実現の可能性について、県や関
係機関と連携していく。
南草津駅周辺のムクドリ対策
議員　今後の市域内におけるムクドリ問題の取組につ
いて伺う。
市　本市の対策については、追い払い対策を継続。成
果を踏まえながら、ムクドリのねぐらを無くす抜本的
な対策として、ムクドリの止まり木となる南草津駅西
口ロータリー周辺や市道南側のケヤキ並木の本数を大
幅に減らす計画をしている。対策を講じることで、群
れの分散を図り、群れを縮小化させ、被害の軽減に努
めていく。

•ロクハ公園プールリノベーションの進捗状況その他の質問•防災備蓄倉庫の備蓄内容の見直しその他の質問

草刈業務にかかる費用はいくらか。また、ど
のような場所において、どのような手法で草

刈りを行っているのか。
毎年度、市内を３分割して業務を発注しており、

昨年度においては総額3,939万円を支出した。また、
手法等について、市が管理する道路敷地を対象とする
草刈りは、地元町内会やボランティア団体の環境活動と
してお願いしている。一方で、市が管理する区間のう
ち、一級河川の堤防道路を市道が占用する条件として
草刈業務を求められる場所、急勾配の法面や幹線道路
等の交通量が多い道路で、作業に危険
が伴う場所および沿線に民家がなく地
元やボランティアでの対応が困難な場
所においては、市が発注し、肩掛け式
等の機械除草にて草刈業務を実施して
いる。

コスト削減を図るために、防草シートや除草
剤を導入することの可否を検討したことはあ

るのか。また、それらの導入により、部分的にもコス
ト削減を図ることができるのであれば、部分的導入を
実施すべきと考えるが市の考えは。

防草シートや除草剤の導入は、環境への影響、
地元の合意形成、構造物の適正管理の課題など、他事
例を踏まえ慎重に判断するべきことで、従来の手法で
ある機械除草が望ましいとして、実施には至らなかっ
た経緯がある。
　現在は、従来の機械除草に代わる手法でコスト削減
効果が期待できる手法は、防草シートまたは除草剤散
布と考えている。しかし、このコスト削減効果の試算
は、一般的な見地から行ったものであるため、地元の
合意形成が得られる等の条件を満たす場所を抽出し、
適切な品質の材料を検討したうえで、部分的導入を実
験的に導入を考える。

●草刈りにかかるコストダウン手法田中　香治
産業建設常任委員会

さまざまな家庭環境、社会環境を背景に、地
域全体での家庭教育支援や居場所づくりの必

要性が高まっている中でどのような課題をもっている
か。また、その課題に対してどのように取り組んでい
くのか。

市では、児童育成クラブや放課後子ども教室等
の保育や学習支援を目的とした居場所の運営や支援を
行っているが、子どものアンケート結果から、充実し
た時間を過ごせる居場所の提供が望まれている。ま
た、高学年についてはさまざまな事情で自分の居場所
を持てない子どもがいる現状にある。
　子ども・若者が安全で安心して過ごせる多くの居場
所をもちながら、多様な体験活動や外遊びの機会に接
することができるような環境づくりに取り組むと同時
に、厳しい環境で育つ子ども・若者のニーズにきめ細
やかに対応した居場所づくりの双方に取り組むことが
重要と考えている。

多様な居場所づくりをしていくためには、教
育委員会と市長部局の連携が今まで以上に必

要となるがどのように考えているか。また、学校や児
童育成クラブ以外にも地域社会全体での家庭教育支援
を行う必要があると考えるが、地域の人材を活かした
居場所づくりはできるか。

教育委員会と市長部局の連携については、多様
なニーズに応じた子どもの居場所を市全体で充実させ
ていくために大変重要であると考えている。多様な学
びや交流の機会を増やすため、地域協働合校推進事業
や学校と児童育成クラブの接続などで連携を図ってい
く。
　地域全体で子どもたちを育む社会を築くには、地域
連携や地域人材の活用は必要不可欠な要素であると考
えている。市では、社会教育の場である地域協働合校
も子どもたちの居場所となり得ることから、地域連携
の核となる地域コーディネーターの育成強化を図りな
がら充実に向けた検討を進める。

●子ども・若者の居場所づくりにおける課題
●教育委員会・市長部局・地域の連携が必要服部利比郎

文教厚生常任委員会

②BRT（バス・ラピッド・トランジット）
バスを基盤とした都市大量輸送システムのこと。

井上　薰 先成　俊士

西田　剛西村　隆行

質疑および
一般質問

委 員 会
代表質問

9月10日、11日、12日には、17人の議員が、議案に対する「質疑」や市政に関する方
針や考え方などについて質す「一般質問」を行いました。
質問と答弁の内容を一部要約して紹介します。

今年度から導入された委員会代表質問は、総務、文教厚生、産業建設常任委員会におい
て十分に調査・議論した事項について、各委員会を代表する議員が質問を行う制度です。
今定例会が初めての実施となりました。

市

議員 議員

市
市

市

議員 議員
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地下式消火栓の標示の管理
議員　地下式消火栓の標示に関すること
はどの部署が担当していて、どのように
管理しているのか。
市　危機管理課が所管している。管理内容としては、
火災等の災害時に、消防隊や消防団、自主防災組織が
迅速に消火活動を実施するために、西消防署および南
消防署の消防職員において、年１回作動状況の点検や
標識の確認を行っている。
道路パトロールの改善点
議員　軽トラック走行では道路舗装の欠落箇所が発見
しづらいので、歩いて欠落箇所を発見するような改善
点はないか伺う。
市　これまで以上に大雨時の前後のパトロールに取り
組み、車両でのパトロールを基本としながらも、より
道路不具合箇所を発見するために、危険と想定される
箇所では、車両速度を落としてパトロールの実施や歩
道および車両が進入できない箇所以外でも必要に応じ
て、徒歩での点検を実施していく。

子どもたちの大切な命を
犯罪から守るための市の取組
議員　子どもたちを犯罪から守るための
駆け込み先として「こども110番」の家を現在も継続
して取り組まれているが、110番旗設置先選定の在り
方と、子どもたちへの周知方法について問う。
市　選定については、各団体やPTAに任せている。
周知方法については、各学校やPTAに携わってもら
い、進級時や長期休暇前などに保護者へ便りを通じて
周知を行っていると聞いている。
草津市子育て６つの楽だ
議員　６つの項目の取組に対する効果・成果等の現状
について問う。
市　（仮称）草津市こども計画等の中での子育て世帯
に対するニーズ調査からは、一定評価が上昇している
ところがあり、本市の子育て施策に対して、一定の効
果が発現しつつある結果と考える。しかし、目的どお
りの効果やそれ以上の成果を得るためには、継続が必
要であり、さらに住みよいまち、安心して子育てがで
きるまちとして草津市を選んでいただけるよう、引き
続き取組を進めていく。

•子育て世帯以外の多様な住民へのサービス
の提供の考え方

その他の質問

草津市子育て６つの楽だ
議員　これまでの検証を踏まえて、この
６つの事業を今後も継続していこうと考
えているのか。
市　保護者の意見や保育士確保の状況等から、現段階
で一定の効果があるものと判断しており、今後も保護
者ニーズ等を踏まえつつ、国や県の子育て施策の動向
や財源確保の状況を見極めながら着実に実績を積み上
げ、また、効果を検証した上で継続して実施していき
たいと考えている。
小学校給食費の無償化への考え方
議員　中学校給食費の無償化が子育て世帯の支援であ
れば、小学校給食費も無償化すべきと考えるがいかがか。
市　小学校給食費の無償化については、実施する方向
で検討しているが、中学校給食費の約２倍の予算が必
要となることが大きな課題である。国の学校給食無償
化検討の動きもあるので、これを注視しながら段階的
導入に向けて、引き続き財源確保策等について検討を
進めていく。

市域内における渋滞解消の
対策
議員　新たな交通システムとして、BRT
（バス・ラピッド・トランジット）②の導入検討につい
て伺う。
市　BRTの導入には道路環境整備など課題はあるが、
今後の都市計画道路整備を検討する機会などを見据え、
国が示す道路空間を活用した地域公共交通（BRT）等
の導入に関するガイドラインに基づ
き、実現の可能性について、県や関
係機関と連携していく。
南草津駅周辺のムクドリ対策
議員　今後の市域内におけるムクドリ問題の取組につ
いて伺う。
市　本市の対策については、追い払い対策を継続。成
果を踏まえながら、ムクドリのねぐらを無くす抜本的
な対策として、ムクドリの止まり木となる南草津駅西
口ロータリー周辺や市道南側のケヤキ並木の本数を大
幅に減らす計画をしている。対策を講じることで、群
れの分散を図り、群れを縮小化させ、被害の軽減に努
めていく。

•ロクハ公園プールリノベーションの進捗状況その他の質問•防災備蓄倉庫の備蓄内容の見直しその他の質問

草刈業務にかかる費用はいくらか。また、ど
のような場所において、どのような手法で草

刈りを行っているのか。
毎年度、市内を３分割して業務を発注しており、

昨年度においては総額3,939万円を支出した。また、
手法等について、市が管理する道路敷地を対象とする
草刈りは、地元町内会やボランティア団体の環境活動と
してお願いしている。一方で、市が管理する区間のう
ち、一級河川の堤防道路を市道が占用する条件として
草刈業務を求められる場所、急勾配の法面や幹線道路
等の交通量が多い道路で、作業に危険
が伴う場所および沿線に民家がなく地
元やボランティアでの対応が困難な場
所においては、市が発注し、肩掛け式
等の機械除草にて草刈業務を実施して
いる。

コスト削減を図るために、防草シートや除草
剤を導入することの可否を検討したことはあ

るのか。また、それらの導入により、部分的にもコス
ト削減を図ることができるのであれば、部分的導入を
実施すべきと考えるが市の考えは。

防草シートや除草剤の導入は、環境への影響、
地元の合意形成、構造物の適正管理の課題など、他事
例を踏まえ慎重に判断するべきことで、従来の手法で
ある機械除草が望ましいとして、実施には至らなかっ
た経緯がある。
　現在は、従来の機械除草に代わる手法でコスト削減
効果が期待できる手法は、防草シートまたは除草剤散
布と考えている。しかし、このコスト削減効果の試算
は、一般的な見地から行ったものであるため、地元の
合意形成が得られる等の条件を満たす場所を抽出し、
適切な品質の材料を検討したうえで、部分的導入を実
験的に導入を考える。

●草刈りにかかるコストダウン手法田中　香治
産業建設常任委員会

さまざまな家庭環境、社会環境を背景に、地
域全体での家庭教育支援や居場所づくりの必

要性が高まっている中でどのような課題をもっている
か。また、その課題に対してどのように取り組んでい
くのか。

市では、児童育成クラブや放課後子ども教室等
の保育や学習支援を目的とした居場所の運営や支援を
行っているが、子どものアンケート結果から、充実し
た時間を過ごせる居場所の提供が望まれている。ま
た、高学年についてはさまざまな事情で自分の居場所
を持てない子どもがいる現状にある。
　子ども・若者が安全で安心して過ごせる多くの居場
所をもちながら、多様な体験活動や外遊びの機会に接
することができるような環境づくりに取り組むと同時
に、厳しい環境で育つ子ども・若者のニーズにきめ細
やかに対応した居場所づくりの双方に取り組むことが
重要と考えている。

多様な居場所づくりをしていくためには、教
育委員会と市長部局の連携が今まで以上に必

要となるがどのように考えているか。また、学校や児
童育成クラブ以外にも地域社会全体での家庭教育支援
を行う必要があると考えるが、地域の人材を活かした
居場所づくりはできるか。

教育委員会と市長部局の連携については、多様
なニーズに応じた子どもの居場所を市全体で充実させ
ていくために大変重要であると考えている。多様な学
びや交流の機会を増やすため、地域協働合校推進事業
や学校と児童育成クラブの接続などで連携を図ってい
く。
　地域全体で子どもたちを育む社会を築くには、地域
連携や地域人材の活用は必要不可欠な要素であると考
えている。市では、社会教育の場である地域協働合校
も子どもたちの居場所となり得ることから、地域連携
の核となる地域コーディネーターの育成強化を図りな
がら充実に向けた検討を進める。

●子ども・若者の居場所づくりにおける課題
●教育委員会・市長部局・地域の連携が必要服部利比郎

文教厚生常任委員会

②BRT（バス・ラピッド・トランジット）
バスを基盤とした都市大量輸送システムのこと。

井上　薰 先成　俊士

西田　剛西村　隆行

質疑および
一般質問

委 員 会
代表質問

9月10日、11日、12日には、17人の議員が、議案に対する「質疑」や市政に関する方
針や考え方などについて質す「一般質問」を行いました。
質問と答弁の内容を一部要約して紹介します。

今年度から導入された委員会代表質問は、総務、文教厚生、産業建設常任委員会におい
て十分に調査・議論した事項について、各委員会を代表する議員が質問を行う制度です。
今定例会が初めての実施となりました。

市

議員 議員

市
市

市

議員 議員
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インフルエンザ予防接種費
用助成
議員　令和５年度の予防接種費用助成の
状況と令和６年度の予防接種費用助成の可否について
伺う。
市　令和５年度の状況は、中学３年生相当の接種人数
は412名（接種率31.4％）、高校３年生相当の接種人
数は610名（接種率43.6％）、合計1,022名（接種率
37.7％）で、決算額は334万３千円であった。令和
６年度は、昨年度のような特別な状況にはなく、例年
どおり助成は行わない判断をした。
帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成
議員　帯状疱疹ワクチン予防接種費用の助成申請件数
等とその周知・啓発方法、定期接種に向けた本市の考
えを伺う。
市　８月末時点で接種率は約0.7％、申請件数は216
件で、広報くさつやホームページでの啓発、介護保険
料額決定通知書にチラシを同封するなど、今後もさま
ざまな機会で周知を図る。定期接種への位置付けは国
の検討状況を注視し、適切かつ迅速な情報発信を行う。

草津市まちなか交流施設
設置条例改正の提案
議員　平成20年に制定された草津市まちな
か交流施設設置条例の議決に至った経緯について伺う。
市　当条例は、市長提案により平成20年12月定例議
会で議決。本施設は、街道や宿場町が育んできた「出
会いと交流」の形態を継承できる施設として地域住民
や観光客が気軽に休憩できる場を創出し、相互交流の
促進をもって中心市街地の活性化を図ることを目的に
整備された。
議員　当条例に定める交流施設は、１カ所のみならず草
津宿街道交流館といった公共施設も新たな条例に加え
ることで施策的な展開も考えられるのではないのか。
市　まちなか交流施設が面している旧東海道について
は、史跡草津宿本陣や草津宿街道交流館を面的に捉え
ることが重要である。施策的展開の方法として、既存
条例の改正や新たな条例の制定は考えていないが、
住み続けてこられた方や移り住まれた方、観光客も含
めて、新旧が入り混じるまちのにぎわいの創出に取り
組んでいく。

草津市消防団への休団制度
導入
議員　効率的な消防団の運営、皆勤団員
や精勤団員の士気への影響、やむを得ず活動を休止し
ている団員の精神的負担の軽減など、さまざまな点に
おいて効果が期待できる休団制度を創設することにつ
いて、市の考えを伺う。
市　制度導入にあたっては、年額報酬や身分の取り扱
いなど重要な事項に影響がある制度でもあることか
ら、効果的で公正なものとなるよう、慎重かつ丁寧に
検討していきたい。
指定管理者の労働条件を改善
議員　市民サービス向上のためには、公共施設で働く
人の労働環境が重要。よって、指定管理者制度では、
コスト削減だけでなく、労働者の処遇改善も必要。問
題点や課題を抽出し、対策を講じるべき。
市　経費の節減が事業者側の労働環境の悪化を助長さ
せてはならない。雇用・労働条件への適切な配慮がな
されるよう、十分に留意した上で指定管理者制度を運
用していく必要があると考える。

湖岸レクリエーション軸の
さらなる充実
議員　第６次草津市総合計画で、湖辺に
ついては、湖岸レクリエーション軸として位置付けられ
ているが、どのようなビジョンをめざし取り組んでいる
のか。
市　自然との触れ合いや人との交流を創出できる空間
をめざし、漁港の未利用地を最大限活用し、地域活性
化を図ることができるよう、湖辺の賑わい創出に寄与
する土地利用を推進することとして取組を進めている。
（仮称）草津市湖岸レクリエーションエリア水辺活用計画
議員　（仮称）草津市湖岸レクリエーションエリア水
辺活用計画の策定の取組を問う。
市　烏丸中央部複合観光型集客施設事業をはじめ、道
の駅草津のリノベーション事業、志那、北山田漁港の
リノベーションの検討など、各部局において取組を進
めており、これらの進捗も見据えながら、計画策定に
向けて推進体制の在り方も含め、調査研究していきた
いと考えている。

コロナワクチン接種と健康
被害
議員　市役所窓口に来られた方への健康
被害等のリスクの説明はどうしているのか、また８月
時点での健康被害の件数について伺う。
市　ワクチンの健康被害については、
来庁された市民から質問があれば説明
している。全国における健康被害の件
数は、認定件数7,994件、死亡認定777
件。本市における健康被害の件数は、
認定件数22件、死亡認定４件。
草津駅西口第５自転車駐車場の跡地活用
議員　跡地活用について、市民中心の協議体による跡
地利用検討をどう考えるのか、また跡地を天然芝の広
場として活用する提案について伺う。
市　市民中心の協議体は、まちづくりの観点から、共
に創造する姿勢を大切にしたいと考えるが、行政が責
任を持って土地活用の方針を示
すことも重要と考えている。ま
た、暫定利用を行う場合、人工
芝を社会実験的に導入すること
を検討したいと考えている。

災害に強いまちづくり
議員　草津市ブロック塀等改修促進補助
金制度の予算執行率が高いことから、さ
らなる活用に向けて予算拡大の検討について伺う。
市　今年の能登半島地震以降、住宅の耐震診断および
補強改修等の相談が増加しており、減災に向けた関心
が非常に高い状況となっている。これまで以上に避難
経路の確保や耐震診断等の啓発を積極的に行い、市民
ニーズを的確に把握し、必要予算の確保に努める。
災害ボランティアセンター
議員　災害ボランティアセンター立ち上げ時のボラン
ティア登録数の停滞や運営スタッフの体制について伺う。
市　安定的なセンター運営を維持するためには、一人
でも多くの運営スタッフを確保することが重要と考え
る。そのため、市社会福祉協議会を中心に新たな協力
者の確保に努めていただいてい
るが、市としても、市社会福祉
協議会や草津青年会議所と共に
新たな協力者の確保に向けて連
携して取り組む。

•介護報酬の引き下げ後の影響
•教職員の働き方

その他の質問•産後ケア事業における令和５年度利用人数
と利用日数評価

その他の質問

•地区防災計画
•災害発生時のドローン活用

その他の質問
•使用済み紙おむつリサイクル事業とゴミ資
源化

•市の組織体制強化

その他の質問

マイナ保険証の課題と導入
後の対応
議員　12月２日以降、国は現在の紙保険
証の発行は中止して、マイナ保険証に移行する構えで
あるがその後の対応はどうなるのか。
市　現在発行されている紙保険証の期限（令和７年７月
末）まで利用可能であるが、その前にマイナ保険証のな
い方については、「資格確認証」という保険証に代わるも
のを市が交付する。毎年更新し、一定の期間利用できる。
議員　現在のマイナ保険証の保有率と利用率について。
市　保有率（登録率）は、市国保で59.6％。利用率は、
12.31％。
議員　市内の医療機関のマイナ保険証の対応機器導入
率は。
市　９割を超えている。
議員　特定疾病のある方の対応は。
市　特定疾病療養受療証を交付するため、これまでと
変わらない。
議員　トラブルに対応する窓口体制はどうなるのか。
市　今年４月までに、全て登録データの確認を行い、
５月からは新規の加入者をチェックしているため問題は
なし。今後に向けても市民へ情報の周知を行っていく。

駅周辺のバリアフリー化
議員　南草津駅東口ロータリーのバス停の
シェルター整備実施に伴うバリアフリー化
構想を問う。
市　今年度と来年度にかけてバス待ち環境改善のため
に、東口ロータリーのシェルター整備工事を行う予定
であり、整備に合わせて点字ブロック上部へのシェル
ター設置や通路床面の不陸修正など、駅前のバリアフ
リー化を行う予定である。このように、生活関連施
設・経路など円滑な移動経路の確保により、バリアフ
リー化を推進する。
ムクドリ被害の現状と対策
議員　南草津駅周辺のムクドリのふんや臭い、羽など
が住民や通行人に被害を与え、増加している現状と対
策を問う。
市　ここ数年、西口ロータリー周辺等のケヤキ並木に
加え、今年７月頃から東口付近の電線にもねぐらを確
認しており、騒音、ふんによる道路の汚れ、異臭など
の被害が生じている。街路樹の剪定や電線管理者へ鳥
よけ設置を依頼しており、これらの対策の成果を踏ま
えながら、ねぐらをなくす対策を計画している。

•史跡草津宿本陣・草津宿街道交流館利活用
の展望

その他の質問

•地域交通の課題と次世代交通システムその他の質問

•漁港を生かした湖上交通その他の質問

•人権デューディリジェンス③その他の質問

③人権デューディリジェンス
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インフルエンザ予防接種費
用助成
議員　令和５年度の予防接種費用助成の
状況と令和６年度の予防接種費用助成の可否について
伺う。
市　令和５年度の状況は、中学３年生相当の接種人数
は412名（接種率31.4％）、高校３年生相当の接種人
数は610名（接種率43.6％）、合計1,022名（接種率
37.7％）で、決算額は334万３千円であった。令和
６年度は、昨年度のような特別な状況にはなく、例年
どおり助成は行わない判断をした。
帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成
議員　帯状疱疹ワクチン予防接種費用の助成申請件数
等とその周知・啓発方法、定期接種に向けた本市の考
えを伺う。
市　８月末時点で接種率は約0.7％、申請件数は216
件で、広報くさつやホームページでの啓発、介護保険
料額決定通知書にチラシを同封するなど、今後もさま
ざまな機会で周知を図る。定期接種への位置付けは国
の検討状況を注視し、適切かつ迅速な情報発信を行う。

草津市まちなか交流施設
設置条例改正の提案
議員　平成20年に制定された草津市まちな
か交流施設設置条例の議決に至った経緯について伺う。
市　当条例は、市長提案により平成20年12月定例議
会で議決。本施設は、街道や宿場町が育んできた「出
会いと交流」の形態を継承できる施設として地域住民
や観光客が気軽に休憩できる場を創出し、相互交流の
促進をもって中心市街地の活性化を図ることを目的に
整備された。
議員　当条例に定める交流施設は、１カ所のみならず草
津宿街道交流館といった公共施設も新たな条例に加え
ることで施策的な展開も考えられるのではないのか。
市　まちなか交流施設が面している旧東海道について
は、史跡草津宿本陣や草津宿街道交流館を面的に捉え
ることが重要である。施策的展開の方法として、既存
条例の改正や新たな条例の制定は考えていないが、
住み続けてこられた方や移り住まれた方、観光客も含
めて、新旧が入り混じるまちのにぎわいの創出に取り
組んでいく。

草津市消防団への休団制度
導入
議員　効率的な消防団の運営、皆勤団員
や精勤団員の士気への影響、やむを得ず活動を休止し
ている団員の精神的負担の軽減など、さまざまな点に
おいて効果が期待できる休団制度を創設することにつ
いて、市の考えを伺う。
市　制度導入にあたっては、年額報酬や身分の取り扱
いなど重要な事項に影響がある制度でもあることか
ら、効果的で公正なものとなるよう、慎重かつ丁寧に
検討していきたい。
指定管理者の労働条件を改善
議員　市民サービス向上のためには、公共施設で働く
人の労働環境が重要。よって、指定管理者制度では、
コスト削減だけでなく、労働者の処遇改善も必要。問
題点や課題を抽出し、対策を講じるべき。
市　経費の節減が事業者側の労働環境の悪化を助長さ
せてはならない。雇用・労働条件への適切な配慮がな
されるよう、十分に留意した上で指定管理者制度を運
用していく必要があると考える。

湖岸レクリエーション軸の
さらなる充実
議員　第６次草津市総合計画で、湖辺に
ついては、湖岸レクリエーション軸として位置付けられ
ているが、どのようなビジョンをめざし取り組んでいる
のか。
市　自然との触れ合いや人との交流を創出できる空間
をめざし、漁港の未利用地を最大限活用し、地域活性
化を図ることができるよう、湖辺の賑わい創出に寄与
する土地利用を推進することとして取組を進めている。
（仮称）草津市湖岸レクリエーションエリア水辺活用計画
議員　（仮称）草津市湖岸レクリエーションエリア水
辺活用計画の策定の取組を問う。
市　烏丸中央部複合観光型集客施設事業をはじめ、道
の駅草津のリノベーション事業、志那、北山田漁港の
リノベーションの検討など、各部局において取組を進
めており、これらの進捗も見据えながら、計画策定に
向けて推進体制の在り方も含め、調査研究していきた
いと考えている。

コロナワクチン接種と健康
被害
議員　市役所窓口に来られた方への健康
被害等のリスクの説明はどうしているのか、また８月
時点での健康被害の件数について伺う。
市　ワクチンの健康被害については、
来庁された市民から質問があれば説明
している。全国における健康被害の件
数は、認定件数7,994件、死亡認定777
件。本市における健康被害の件数は、
認定件数22件、死亡認定４件。
草津駅西口第５自転車駐車場の跡地活用
議員　跡地活用について、市民中心の協議体による跡
地利用検討をどう考えるのか、また跡地を天然芝の広
場として活用する提案について伺う。
市　市民中心の協議体は、まちづくりの観点から、共
に創造する姿勢を大切にしたいと考えるが、行政が責
任を持って土地活用の方針を示
すことも重要と考えている。ま
た、暫定利用を行う場合、人工
芝を社会実験的に導入すること
を検討したいと考えている。

災害に強いまちづくり
議員　草津市ブロック塀等改修促進補助
金制度の予算執行率が高いことから、さ
らなる活用に向けて予算拡大の検討について伺う。
市　今年の能登半島地震以降、住宅の耐震診断および
補強改修等の相談が増加しており、減災に向けた関心
が非常に高い状況となっている。これまで以上に避難
経路の確保や耐震診断等の啓発を積極的に行い、市民
ニーズを的確に把握し、必要予算の確保に努める。
災害ボランティアセンター
議員　災害ボランティアセンター立ち上げ時のボラン
ティア登録数の停滞や運営スタッフの体制について伺う。
市　安定的なセンター運営を維持するためには、一人
でも多くの運営スタッフを確保することが重要と考え
る。そのため、市社会福祉協議会を中心に新たな協力
者の確保に努めていただいてい
るが、市としても、市社会福祉
協議会や草津青年会議所と共に
新たな協力者の確保に向けて連
携して取り組む。

•介護報酬の引き下げ後の影響
•教職員の働き方

その他の質問•産後ケア事業における令和５年度利用人数
と利用日数評価

その他の質問

•地区防災計画
•災害発生時のドローン活用

その他の質問
•使用済み紙おむつリサイクル事業とゴミ資
源化
•市の組織体制強化

その他の質問

マイナ保険証の課題と導入
後の対応
議員　12月２日以降、国は現在の紙保険
証の発行は中止して、マイナ保険証に移行する構えで
あるがその後の対応はどうなるのか。
市　現在発行されている紙保険証の期限（令和７年７月
末）まで利用可能であるが、その前にマイナ保険証のな
い方については、「資格確認証」という保険証に代わるも
のを市が交付する。毎年更新し、一定の期間利用できる。
議員　現在のマイナ保険証の保有率と利用率について。
市　保有率（登録率）は、市国保で59.6％。利用率は、
12.31％。
議員　市内の医療機関のマイナ保険証の対応機器導入
率は。
市　９割を超えている。
議員　特定疾病のある方の対応は。
市　特定疾病療養受療証を交付するため、これまでと
変わらない。
議員　トラブルに対応する窓口体制はどうなるのか。
市　今年４月までに、全て登録データの確認を行い、
５月からは新規の加入者をチェックしているため問題は
なし。今後に向けても市民へ情報の周知を行っていく。

駅周辺のバリアフリー化
議員　南草津駅東口ロータリーのバス停の
シェルター整備実施に伴うバリアフリー化
構想を問う。
市　今年度と来年度にかけてバス待ち環境改善のため
に、東口ロータリーのシェルター整備工事を行う予定
であり、整備に合わせて点字ブロック上部へのシェル
ター設置や通路床面の不陸修正など、駅前のバリアフ
リー化を行う予定である。このように、生活関連施
設・経路など円滑な移動経路の確保により、バリアフ
リー化を推進する。
ムクドリ被害の現状と対策
議員　南草津駅周辺のムクドリのふんや臭い、羽など
が住民や通行人に被害を与え、増加している現状と対
策を問う。
市　ここ数年、西口ロータリー周辺等のケヤキ並木に
加え、今年７月頃から東口付近の電線にもねぐらを確
認しており、騒音、ふんによる道路の汚れ、異臭など
の被害が生じている。街路樹の剪定や電線管理者へ鳥
よけ設置を依頼しており、これらの対策の成果を踏ま
えながら、ねぐらをなくす対策を計画している。

•史跡草津宿本陣・草津宿街道交流館利活用
の展望

その他の質問

•地域交通の課題と次世代交通システムその他の質問

•漁港を生かした湖上交通その他の質問
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生理用品の無償提供
議員　公共施設の女子トイレ全てに個装
の生理用品を設置することについて伺う。
市　庁内および関係機関18カ所の窓口、公立小・中
学校の保健室やトイレに生理用品を設置し提供してい
る。これは、つながりサポート事業
の一環で、課題や不安を抱える女性
に寄り添った支援をするため、当該
事業の啓発物品として期間限定で個
装の生理用品をトイレに設置している。
保護者が安心できる総合相談窓口
議員　奈良県天理市の子育て応援・相談センター
「ほっとステーション」のように、保護者が安心して
相談できる窓口を新たに設置する提案を行う。
市　学校と保護者の間で信頼関係を築くことは、子ど
もの教育において非常に重要である。市としても、教
育や子育てに関する不安や困りごとについて、さまざ
まな相談窓口を設けるなど、関係機関と連携し対応し
ているため、新たに総合窓口を設置する予定はない。

市立プール整備・運営事業
の情報開示を
議員　市立プール事業提案書の情報公開
請求に対し、議員に開示されているにも関わらず一部
非公開とされた。市民の知る権利の侵害ならびに発注
書でも市の判断で利用可能とされていることに反する
ため全部公開を求める。
市　提案書は、事業者の知見と技術的なノウハウが集
約されたものであり、情報公開条例に規定する「公に
することにより、当該法人等または個人の権利、競争
上の地位その他正当な利益を害する恐れがあるもの」
に該当するため、その規定の中で正当利益を害さない
ところを公開している。
保育所の待機児童の解消を
議員　今年４月１日時点で、保育所に入所できない児
童が発生した。年度途中の待機児童拡大を考慮すると
深刻である。待機児童の特徴と実態、施設拡大等を含
む計画の見直しを問う。
市　１歳、２歳児の入所申込件数が見込みを大きく上
回り、共働き世帯の増加や就労形態の多様化による保
育ニーズの高まりが要因である。待機児童解消には、
保育士の確保が必要だが、非常に困難な状況が課題で
ある。今後、利用定員の見直しや施設整備の検討を進
める。

香害の周知・啓発
議員　香害とは柔軟仕上げ剤などに含ま
れる合成香料が原因で、不快感や健康被
害が生じる現象を指す。市でも香害の周知・啓発に取
り組んでいただきたいと考えるがいかがか。
市　市、学校においても香害の周知・啓発に取り組ん
でいく。教職員への啓発については、関係機関の資料を
活用し、全ての教職員へ適切に理解が及ぶよう引き続
き実施し、保護者や児童生徒へもポスター掲示や保健
だより等で周知していく。
組織改革と職員のウェルビーイング
議員　時間外勤務の削減は喫緊の課題であり、組織マ
ネジメントを発揮し全体としての効率を向上させる必
要があると考えるが、市の考えはいかがか。
市　現在の取組では、時間外勤務の縮減につながって
いない状況を真摯に受け止め、柔軟かつ効率的な組織
マネジメントに向け、事務分担の見直し等による業務
量の平準化や部局単位での繁閑調整の取組を推進し、
職員配置の在り方についても検討を進める。

平時における福祉と防災の
連携と情報共有
議員　避難行動要支援登録者名簿作成率
が増えないことから、逆手上げ式に変えることについ
てと、平時における福祉と防災の連携について伺う。
市　登録者名簿は災害時に備え、平時から情報を地域
で共有し、避難支援や安否確認を行うもので、登録者
数を増やすことが必要と考えるが、逆手上げ式は本人
の明確な意思確認に課題があると考える。福祉と防災
の連携は、国からの具体的な内容を情報収集していき
たい。
子育ての孤立を防ぐ寄り添い支援
議員　子育てで一番のリスクが孤立であり、予防につ
ながる問題が表出していない段階からの安心できる相
談や寄り添った対応を求める。
市　妊娠期から子育て期まで面談や電話、すこやか訪
問、乳幼児健診等、さまざまな形で随時対応している。
乳幼児健診では気軽に相談していただけるよう取り組
んでいるが、保護者からの厳しい意見もあり、振り返
りや改善への協議等で対応力の向上に努めていきたい。

市営墓地　合葬墓等の整備を
議員　令和10年に、新火葬場が稼働するが、
近年お墓の在り方が変化しており、現火
葬場跡地に合葬墓・納骨堂を設けてはいかがか。
市　現在の火葬場跡地利用は未決定であるものの、人
口減少・多死社会の進展、家族形態の変化や価値観の
多様化、祭祀をめぐる意識の変化が進み、無縁墳墓の
増加が見込まれている。今後、弔い方のニーズの多様
化、市民ニーズ等を踏まえ提案のあった合葬墓等を含
め跡地利用を検討していく。
職員および人件費の適正な管理を求める
議員　決算による総人件費84.5億円。職員数・人件
費の増加は必至だが、会計年度任用職員を含め適切な
管理を求める。
市　正職員数は、定員管理計画にて管理。次期計画で
は、多様化・複雑化する行政ニーズに対応、多様な職
員の働き方を推進するために、適切な人員確保を行
う。会計年度任用職員は、必要に応じ単年ごとの任用
を行っているため長期管理にはなじまないが、適正な
任用・活用に努める。

•小・中学校水泳授業の屋内化提案
•男性相談窓口の見直し

その他の質問 •学校におけるオンライン授業と出欠の取り
扱い

その他の質問

•児童育成クラブの待機児童
•水道水等に含まれる有機フッ素化合物

その他の質問

•木川、西一・下中ノ町団地および矢倉・玄
甫・玄甫北団地の建替事業

その他の質問

•アンガーマネジメント研修の実施
•アウトリーチ型の訪問支援の導入

その他の質問

会議録検索システム会議録検索システム

　草津市議会の会議録をいつでも
どこでも検索・閲覧していただける
会議録検索システムのレイアウトが
変わりました。
　平成７年以降の本会議、平成23年10月以降の
委員会の会議録をご覧いただけます。

こちらからご覧いただけます

リニューアルリニューアル
田中　詩織 遠藤　覚

　垣　和美西川　仁

藤本　晶

日 月 火 水 木 金 土
11／24 25 26 27 28 29 30

12／1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

10：00～
本会議
開会

9：30～
文教厚生
常任委員会

10：00～
本会議
閉会

10：00～
一般質問

10：00～
一般質問

10：00～
一般質問

9：30～
総務
常任委員会

9：30～
予算
常任委員会

9：30～
産業建設
常任委員会

日程は、都合により変更になる場合があります。日程の変更は、ホームページでお知らせします。

●本会議の受付　市役所４階　議場傍聴席
　❶傍聴者名簿に記入
　❷傍聴資料を受け取り入場
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生理用品の無償提供
議員　公共施設の女子トイレ全てに個装
の生理用品を設置することについて伺う。
市　庁内および関係機関18カ所の窓口、公立小・中
学校の保健室やトイレに生理用品を設置し提供してい
る。これは、つながりサポート事業
の一環で、課題や不安を抱える女性
に寄り添った支援をするため、当該
事業の啓発物品として期間限定で個
装の生理用品をトイレに設置している。
保護者が安心できる総合相談窓口
議員　奈良県天理市の子育て応援・相談センター
「ほっとステーション」のように、保護者が安心して
相談できる窓口を新たに設置する提案を行う。
市　学校と保護者の間で信頼関係を築くことは、子ど
もの教育において非常に重要である。市としても、教
育や子育てに関する不安や困りごとについて、さまざ
まな相談窓口を設けるなど、関係機関と連携し対応し
ているため、新たに総合窓口を設置する予定はない。

市立プール整備・運営事業
の情報開示を
議員　市立プール事業提案書の情報公開
請求に対し、議員に開示されているにも関わらず一部
非公開とされた。市民の知る権利の侵害ならびに発注
書でも市の判断で利用可能とされていることに反する
ため全部公開を求める。
市　提案書は、事業者の知見と技術的なノウハウが集
約されたものであり、情報公開条例に規定する「公に
することにより、当該法人等または個人の権利、競争
上の地位その他正当な利益を害する恐れがあるもの」
に該当するため、その規定の中で正当利益を害さない
ところを公開している。
保育所の待機児童の解消を
議員　今年４月１日時点で、保育所に入所できない児
童が発生した。年度途中の待機児童拡大を考慮すると
深刻である。待機児童の特徴と実態、施設拡大等を含
む計画の見直しを問う。
市　１歳、２歳児の入所申込件数が見込みを大きく上
回り、共働き世帯の増加や就労形態の多様化による保
育ニーズの高まりが要因である。待機児童解消には、
保育士の確保が必要だが、非常に困難な状況が課題で
ある。今後、利用定員の見直しや施設整備の検討を進
める。

香害の周知・啓発
議員　香害とは柔軟仕上げ剤などに含ま
れる合成香料が原因で、不快感や健康被
害が生じる現象を指す。市でも香害の周知・啓発に取
り組んでいただきたいと考えるがいかがか。
市　市、学校においても香害の周知・啓発に取り組ん
でいく。教職員への啓発については、関係機関の資料を
活用し、全ての教職員へ適切に理解が及ぶよう引き続
き実施し、保護者や児童生徒へもポスター掲示や保健
だより等で周知していく。
組織改革と職員のウェルビーイング
議員　時間外勤務の削減は喫緊の課題であり、組織マ
ネジメントを発揮し全体としての効率を向上させる必
要があると考えるが、市の考えはいかがか。
市　現在の取組では、時間外勤務の縮減につながって
いない状況を真摯に受け止め、柔軟かつ効率的な組織
マネジメントに向け、事務分担の見直し等による業務
量の平準化や部局単位での繁閑調整の取組を推進し、
職員配置の在り方についても検討を進める。

平時における福祉と防災の
連携と情報共有
議員　避難行動要支援登録者名簿作成率
が増えないことから、逆手上げ式に変えることについ
てと、平時における福祉と防災の連携について伺う。
市　登録者名簿は災害時に備え、平時から情報を地域
で共有し、避難支援や安否確認を行うもので、登録者
数を増やすことが必要と考えるが、逆手上げ式は本人
の明確な意思確認に課題があると考える。福祉と防災
の連携は、国からの具体的な内容を情報収集していき
たい。
子育ての孤立を防ぐ寄り添い支援
議員　子育てで一番のリスクが孤立であり、予防につ
ながる問題が表出していない段階からの安心できる相
談や寄り添った対応を求める。
市　妊娠期から子育て期まで面談や電話、すこやか訪
問、乳幼児健診等、さまざまな形で随時対応している。
乳幼児健診では気軽に相談していただけるよう取り組
んでいるが、保護者からの厳しい意見もあり、振り返
りや改善への協議等で対応力の向上に努めていきたい。

市営墓地　合葬墓等の整備を
議員　令和10年に、新火葬場が稼働するが、
近年お墓の在り方が変化しており、現火
葬場跡地に合葬墓・納骨堂を設けてはいかがか。
市　現在の火葬場跡地利用は未決定であるものの、人
口減少・多死社会の進展、家族形態の変化や価値観の
多様化、祭祀をめぐる意識の変化が進み、無縁墳墓の
増加が見込まれている。今後、弔い方のニーズの多様
化、市民ニーズ等を踏まえ提案のあった合葬墓等を含
め跡地利用を検討していく。
職員および人件費の適正な管理を求める
議員　決算による総人件費84.5億円。職員数・人件
費の増加は必至だが、会計年度任用職員を含め適切な
管理を求める。
市　正職員数は、定員管理計画にて管理。次期計画で
は、多様化・複雑化する行政ニーズに対応、多様な職
員の働き方を推進するために、適切な人員確保を行
う。会計年度任用職員は、必要に応じ単年ごとの任用
を行っているため長期管理にはなじまないが、適正な
任用・活用に努める。

•小・中学校水泳授業の屋内化提案
•男性相談窓口の見直し

その他の質問 •学校におけるオンライン授業と出欠の取り
扱い

その他の質問

•児童育成クラブの待機児童
•水道水等に含まれる有機フッ素化合物

その他の質問

•木川、西一・下中ノ町団地および矢倉・玄
甫・玄甫北団地の建替事業

その他の質問

•アンガーマネジメント研修の実施
•アウトリーチ型の訪問支援の導入

その他の質問

会議録検索システム会議録検索システム

　草津市議会の会議録をいつでも
どこでも検索・閲覧していただける
会議録検索システムのレイアウトが
変わりました。
　平成７年以降の本会議、平成23年10月以降の
委員会の会議録をご覧いただけます。

こちらからご覧いただけます

リニューアルリニューアル
田中　詩織 遠藤　覚

　垣　和美西川　仁

藤本　晶

日 月 火 水 木 金 土
11／24 25 26 27 28 29 30

12／1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

10：00～
本会議
開会

9：30～
文教厚生
常任委員会

10：00～
本会議
閉会

10：00～
一般質問

10：00～
一般質問

10：00～
一般質問

9：30～
総務
常任委員会

9：30～
予算
常任委員会

9：30～
産業建設
常任委員会
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●知ってほしい、議会の活動　Ｐ１６
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　９月定例会は、市民の皆様への行政サービスとして、
昨年度の予算が効率的・効果的に使われたのかをチェッ
クする「決算の審査・認定」が中心となります。
　今号でも、審査内容をできるだけわかりやすく掲載
するように努めました。ご意見などございましたらお
気軽にお問い合わせください。

草津市議会広報広聴委員一同

広報広聴委員会 編集後記
会派選出会派選出
●輝　 勢 　会……………………横江　政則
●草　 政 　会……………………遠藤　覚
●市民派クラブ……………………杉江　昇
●公　 明 　党……………………　垣　和美
●日本共産党草津市会議員団……藤井三恵子
●みらいの風……………………藤本　晶
●草津維新の会……………………野村　友子　　
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草津市議会ホームページ
https://www.city.kusatsu.shiga.jp/shigikai/ 　本号に記載している内容等について、市民の皆様からのご

意見・ご質問をお待ちしております。
　いただいたご意見をもとに引き続き、より良い議会だより
の作成に努めていきます。

ご意見・ご質問をお聞かせください

【草津市議会】 〒525-8588　草津市草津3丁目13番30号
　　　　　　 TEL.077-561-2413 ／ FAX.077-561-2485
　　　　　　 Eメール　gikai@city.kusatsu.lg.jp

　小・中学校体育館では、近年
の記録的な猛暑による児童・生
徒の熱中症対策と災害発生時に
おける広域避難所の防災機能強
化を図るため、空調設備の整備
が進んでいます。
　８月下旬に、空調設置が完了
した老上小学校と老上西小学校
を見学しました。

　８月中旬から、南海トラフ地震の想定震源域で大規
模地震への注意を呼び掛ける臨時情報が発表されてい
ました。いつ起こるかわからない大規模地震の発生に
備えて、９月定例会開会日に、地震発生時に自らの命
を守る自助行
動を実践する
ため、議場で
シェイクアウト
訓練を行いま
した。

小・中学校体育館等に空調設備順次設置！小・中学校体育館等に空調設備順次設置！

議場での災害時に備えて議場での災害時に備えて

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

議会の活動議会の活動知ってほしい、知ってほしい、
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